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ショウジョウパヱの性特異的致死震予 (SexR絞め Organism:SRO)は雄を特異的に殺すスピロプラズ、マの

一種で、現在までに 3種の SRO (Drosophila nebulosa由来の NSR、D.willistoni由来の WSR、D.

equinoxialis由来の ESR)が見つかっている。 NSRは卵形成中に卵母細胞のピノサイトーシスにより細胞内の

細胞内小胞や卵黄頼粒に取り込まれる。受精後、 NSRは細胞質中に泳ぎだし、距E嬢葉期には阪按葉細胞層やや

央卵黄主主に分布するようになる (Niki，1吉87)。現在、 SROの佐致死作用のメカニズムは不碗である。 Counce

and Poulson (1962)はWSRに感染した D.willistoniでは、 1壬盤業期以前にすでに異常が見られることを報告

している。また、 NSRに感染したキイロショウジョウパエ (D.melanogaster)で、は腹部神経系などが著しく影

響を受けているとされている (Tsuchiyama-Omuraand Sakaguchi， 1988)。また最近、NSRに感染したキイロショ

ウジョウパヱ蕊で、は、受精後4時間以降;こ神経芽総総が異常な紹総死を起こす挙が場らかになった(Niki，1991)0 

本研究では、 WSRの致死作用を明らか4こするために、ウスグロショウジョウパエ (D.pseudoobscura)に感

染している WSRをキイロショウジョウバエに移織して、匹発生での異常を解析した。さらに NSRとWSR

の致死作用の相違及ぴ宿主の違いによる異常の相違を調べた。

正常なものと WSR~こ感染したものとで、懸化家と;j~化率を競べると、ウスグロショウジョウパヱにおいて

感染したものでは亙常なものより鯵化率が約20%、羽化率治宝約44%減少していた。このことから WSRでは際

時期以外の幼虫・踊の時期にも致死作用があることが明らかになった。また、主主きている際会観察した給来、

解化しなかった粧では、頭部や気管の米発達、クチグラの不完全な形成などの異常が見られた。

次に 1μrn切片を作成し、初期発生過程を調べると、キイロショウジョウバエでは受精後6a寺践に一部の神経

芽細胞に綴飽死が起こり、 7時間以降では縮施死は際会主或の神経主主に広がる。しかしその他の締泡では、奨予言

はみられなかった。ウスグロショウジョウパエでは受精後8時間以降に神経域で細胞死が見られたが、 9-10 

時間での細胞死の増加は見られなかった。

以上の結果を 4つの点に着忌してまとめた。

(1) Counce and Poulsonが WSRに感染した D.willistoniで観祭したlJf盤楽勝以降での異常は、 WSR¥こ感染

したキイロショウジョウパエとウスグロショウジ司ウパエでは観察されなかった。

(2) WSRに感染したキイロショウジ司ウパエとウスグロショウジョウパエでは、阪時期よりも幼虫・蝋の時期

に致死E容が高かった。

(3) WSFえによるキイロショウジョウパエ粧での級殺死i土、 NSRと同様に神経域で見られたがその時裁は渡れ

ていた。また細胞死は上皮域には広がらなかった。

(4)キイロショウジョウパエ匪とウスグロショウジョウパエ臨では、細胞死のili現する時期はどちらも Stage

11 (Campos-Ortega and Hartenstein手 1985)であったが、細胞死の起こる程度には違いがあった。

以上の絡采から NSRとWSRという SRO系統の遼いによってj距致死作用に遠いがあり、しかも、 WSIえの

sf致死作用には宿主特異性があることなどが考えられる O 今後は、後期荘発生時期や幼虫期での異常について

調べる必要がある。
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